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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 
高知県では、壮年期男性の死亡率は全国平均より高く、死因の半数を生活習慣病が占め

ている。働きざかり世代の生活習慣病予防に向けた健康意識の向上及び健康行動の定着
が必要であるが、当所では働きざかり世代の健康課題や、労働者が１日の大半を過ごす職
場での健康づくり（健康経営）に関する取組について把握できていない。 

そのため、本調査は働きざかり世代の健康課題等を把握し、地域と職域の関係機関・団
体と連携した事業所における健康づくりの取組支援や、職場で主体的に健康づくりに取
り組むきっかけづくりとなることを目的に実施する。 

 
２ 実施主体 

高知県中央西福祉保健所 
 
３ 調査対象 

日高村商工会加盟 145 事業所（令和７年 10 月１日現在） 
 
４ 調査方法 

・調査対象事業所に、調査票を郵送（送付数 145） 
・高知県電子申請サービス、FAX、日高村商工会窓口への提出にて回答を依頼 

 
５ 調査期間 

令和７年 11 月１日～令和７年 11 月 30 日 
 
６ 回収状況 

回収数 76、回収率 52％ 

 
７ 調査内容 

（１）事業所の属性に関すること 
（２）定期健康診断に関すること 
（３）職場での健康づくりに関すること 
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Ⅱ 調査結果－１事業所の属性－ 

（１）業種（n=76） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）従業員数（n=76）              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）従業員の年代 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位：事業所)

図１ 業種  

図２ 従業員数

(単位：事業所)

図３ 従業員の年代

(単位：人数)
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（４）業種・年代別従業員の割合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）70 歳以上の従業員を雇用している事業所の割合（業種別） 
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図５ 70 歳以上の従業員を雇用している事業所の割合（業種別）
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（６）健康保険（n=76）   
                           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（７）健康管理担当者の配置状況（n=76） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 健康保険

(単位：事業所)

(単位：事業所)

図７ 健康管理担当者の配置状況
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Ⅱ 調査結果－２定期健康診断－ 

（１）健診の実施状況（n=75） 

健診を実施している事業所は、67（89％）であった。 
 
 
 
 
 
 

 

（２）健診の実施方法（n=67） 

健診を実施していると答えた事業所のうち、事業所で健診を実施しているのは 35 
（52％）、村実施の特定健診を受診しているのは 25（37％）であった。 

  
 
 
 
 
 
 

（３）健診の費用負担（n=35） 

事業所で健診を実施していると答えた事業所のうち、費用の全額を負担しているのは 
31（89％）であった。  

図８ 健診の実施状況 

(単位：事業所)
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図 10 健診の費用負担

(単位：事業所)

(単位：事業所)



6 

（４）健診の受診方法（n=64） 

最も多いのが「勤務時間内に受診」で 49（77％）、次いで「その他」が 10（16％）、「有
給休暇を使用して受診」が５（８％）となっている。 

「その他」の内容としては、仕事の休みの日に健診を受診している事業所が多くみられ
た。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（５）健診の受診状況（n=66） 

全体では、55（83％）が「全員が受診」と回答している一方で、少数ではあるが「全員
は受診していない」や「把握していない」との回答があった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位：事業所)

図 11 健診の受診方法   

(単位：事業所)

図 12 健診の受診状況  
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（６）従業員の健診結果の把握状況（n=64） 

全体では、51（80％）が「把握している」と回答しており、多くの事業所で従業員の健
診結果を管理している。 

一方で、規模別にみると、小規模事業所（1～9 人）においては、把握できていない事
業所もある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(単位：事業所)

(単位：事業所)

図 13 従業員の健診結果の把握状況 

図 14 従業員の健診結果の把握状況（規模別） 
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Ⅱ 調査結果－３職場での健康づくり－ 

（１）従業員の健康づくりについて、取組が必要と感じる課題（n=71）※複数回答 

従業員の健康づくりについて、取組が必要と感じる課題は「熱中症」が 40（56％）と
最も多く、次いで「腰痛」が 23（32％）、「メンタルヘルス」が 16（23％）、「循環器疾患
（高血圧、心疾患、脳血管疾患など）」が 14（20％）の順であった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 15 従業員の健康づくりについて、取組が必要と感じる課題

(単位：事業所)
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図 18 従業員の健康づくりについて、取組が必要と感じる課題（業種別）
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（２）職場の健康づくりについて、現在取り組んでいるもの（n=74）※複数回答 

職場の健康づくりについて、現在取り組んでいるものは「熱中症」が 35（47％）と最
も多く、次いで「血圧計の設置」が 12（16％）の順であった。  

また、「取り組んでいない」と回答した事業所は 19（26％）であった。 
取り組んでいない理由としては、「忙しくて時間がない」、「必要性が分からない、必要

性を感じない」、「個人に任せている」などが挙げられた。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

(単位：事業所)
図 19 職場の健康づくりについて、現在取り組んでいるもの
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図 21 職場の健康づくりについて、現在取り組んでいるもの（保険別）
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Ⅲ まとめ 

 
１ 現状 
（１）事業所 

1～9 人の小規模事業所が約 8 割を占めており、多くが個人経営や小規模経営である。
70 歳以上の従業員がいる事業所もある。 
また、小規模事業所では、健康管理担当者がいないところが多かった。 

（２）職場の定期健康診断 
事業所の義務である健診の実施率は約 9 割であり、１割では未実施となっている。小 

規模事業所では従業員の健診結果を把握していない事業所が一定数あった。 
（３）職場での健康づくり 

令和 7 年 6 月 1 日に改正労働安全衛生規則が施行され、職場における熱中症対策が一 
層強化されたことから、熱中症対策への関心が高まっている。次に、従業員の健康づく 
りに関しては、多くの事業所で腰痛が取り組むべき課題として挙げられた。 

多くの事業所が熱中症や腰痛などの課題を認識しているものの、それらに対する対応
ができていない事業所もある。 

 
２ 課題 

・高齢者の雇用は近年進んでいることから健康に働き続けるための日々の健康管理が必 
要 
・従業員の健康管理の一環として、健診の実施や健診結果の把握の重要性について、事 
業主に対して関係機関と連携し継続的に普及啓発が必要 
・重い物を持つ作業や腰に負担のかかる立ち仕事など、さまざまな職種で腰痛が生じて 
いることから、従業員が心身ともに健康に働き続けられるよう、組織全体で腰痛予防に 
積極的に取り組むことが必要 

 
３ 今後の取組 
（１）健康管理の重要性の啓発や定期健診の受診促進 
  ・関係機関が開催する会合や事業所訪問等を活用して事業主等に従業員の健康管理の 

一環として、健診の実施や健診結果の把握の重要性について周知を行う。 
（２）職場での健康づくりの推進 
  ・関係機関と連携し、職場及び個人の課題に応じた腰痛体操を実施するなど、職場での 

運動習慣の定着と高年齢労働者の体力維持を図る。 
・事業所訪問を通じて事業所の課題やニーズを把握し、それに応じた出前講座の開催に 
つなげる。


